
現在航空宇宙用途、高分子、トナー等幅広い分野で高速加熱及び高速急冷による熱挙動を把握する必要があるとされ
ており、このような高速走査を伴う実プロセスの模擬実験や急速熱処理シミュレーション等に適用できると考えている。
今回はChipDSCを用いてポリカーボネート(PC)を昇温速度20℃～1000℃/minで昇温し、ガラス転移点の昇温速度
依存について測定した結果を報告する。

ChipDSCで測定をすると、通常のDSCと同じ前処理で高速昇温及び高速冷却測定により、ガラス転移点だけでなく
融点そして結晶化の幅広い昇温/降温速度依存性の評価が可能となる。
また、将来的には温度変調DSC(MDSC)を搭載することにより、現在のMDSCよりも高周波数で温度を振ることが
できるようになるため、検出しづらいガラス転移点温度も検出可能となる。

新製品リンザイス社ChipDSCはChipセンサー検出方式の示差
走査熱量計である。従来のDSC検出セルと比較して小型のセン
サーで(直径10mmの円板)、その中に熱量センサー(サンプル，
リファレンス)、温度センサー及びヒーターが内蔵されている。

昇温速度は最大で1000℃/min、冷却速度は最大500℃/minでコントロールが
可能である。サンプル準備は従来のDSC測定と同じで特別な準備は必要ない。
また、温度変調DSC(MDSC)、マイクロスコープ観察機能，低温領域(-150℃)
の測定も可能になる。
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